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子

千
津
子

め
に
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
貴
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
一
層
深
め
、
幅
広
い
ト

ー
タ

ル
的

な
支

援
が

効
果

的

に
行

え
る

こ
と

が
必

要
で

あ

り
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
と
も
に
手
を
つ

な
ぎ
、
連
携
を
深
め
、
大
阪
市

の
障

害
者

福
祉

の
推

進
に

邁

進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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三

月
に

な
り

寒
さ

が
戻

っ

て
き
ま
し
た
。
お
変
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
？

 

 
障

害
者

自
立

支
援

法
施

行

後
三
年
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た
後
、
与

党
に

よ
る

障
害

者
自

立
支

援

法
の

抜
本

見
直

し
の

基
本

方

針
が
示
さ
れ
、
報
酬
単
価
の
改

正
案
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
障

害
者

自
立

支
援

法
等

の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
案

の

作
成
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
二
月
二
十
七
、
二
十

八
日
は
、
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー

を
行

い
科

学
館

い
っ

ぱ
い

の

参
加

者
で

有
意

義
な

研
修

が

で
き
ま
し
た
。

 

 
平

成
二

十
年

度
は

厚
生

労

働
省
の
助
成
金
を
受
け
て
、
家

族
に

も
支

援
が

必
要

で
す

と

い
う
考
え
の
基
に
、
吉
川
理
事

を
中
心
に
、
家
族
支
援
の
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

進
め

る
た

め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
戸

枝
理
事
を
中
心
に
、
本
人
と
親

自
身

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
作

り

を
研
究
し
ま
し
た
。

 

 
開

発
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を

使
っ
て
、
二
月
の
一
ヶ
月
間
で
、

全
国

六
箇

所
の

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ
を
行
い
、
好
評
の
内
に
終

わ
り
ま
し
た
。

 

 
ハ

ン
デ

ィ
あ

る
子

と
我

々

親
は
、
人
格
は
別
で
あ
る
こ
と
、

親
も

自
分

ら
し

い
生

活
を

考

え
て

良
い

の
だ

と
気

付
か

せ

て
も
ら
え
て
、
皆
さ
ん
前
向
き

思
考

に
な

ら
れ

た
事

を
体

感

し
ま
し
た
。

 

二
〇
〇
九
年
三
月
五
日

 

社
会
福
祉
法
人

  

全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

 

理
事
長
 
副
島
 
宏
克

    

二
月
二
十
七
日
（
金
）
東
京

「
科
学
技
術
館
」
に
お
い
て
、

「
障

害
の

あ
る

方
の

暮
ら

し

を
護
る
仕
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
日

本
手

を
つ

な
ぐ

育
成

会

権
利

擁
護

セ
ミ

ナ
ー

が
開

催

さ
れ
ま
し
た
。
 

知
的

障
害

の
あ

る
人

達
が

当
り
前
に
権
利
が
保
障
さ
れ
、

地
域

で
生

活
し

て
い

け
る

社

会
の

仕
組

み
と

し
て

の
権

利

擁
護
（
成
年
後
見
）
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
の
現
状
と
、
障
害

者
を

護
る

大
き

な
一

歩
と

な

る
障

害
者

虐
待

防
止

法
制
定

に
向

け
て

の
課

題
と
展
望

を

検
証

し
て

い
く

こ
と

を
目

的

と
し

て
講
演

と
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
の
第
一
部
で
は
、
衆
議
院

議
員

の
福

島
豊
氏

よ
り
趣
旨

に
沿
っ
て
講
演
が
あ
り
、「

障

害
者
へ
の
虐
待
」
と
は
家
庭
等

で
の
養
護
者
、
障
害
者
福
祉
施

設
従
事
者
、
勤
務
先
の
使
用
者

に
よ

る
も

の
が

あ
り

ま
す

。

「
虐
待
の
類
型
」
は
殴
る
な
ど

身
体
虐
待
、
食
事
な
ど
の
世
話

を
し

な
い

ネ
グ
レ

ク
ト

（
放

置
）
、
暴
言
や
拒
絶
な
ど
の
心

理
的
虐
待
、
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
す
る
性
的
虐
待
、
財
産
の
不

当
な
処

分
な
ど

の
経
済

的
虐

待
の
五
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
虐
待
防
止
策
と
し
て
、

障
害
者
へ
の
虐
待
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
そ
し
て
、
虐
待
を

発
見

し
た

者
に
通

報
を

義
務

付
け
、
国
と
し
て
虐
待
の
早
期

発
見
の
努
力
義
務
を
設
け
る
。

そ
れ
に
は
、
障
害
者
基
本
法
の

改
正
、
様
々
な
事
例
を
検
証
し

て
、
本
当
に
障
害
者
の
立
場
に

立
つ

虐
待

防
止

法
の
制
定

と

障
害

者
権

利
条
約

の
推

進
に

向
け
て
、
法
整
備
、
障
害
者
権

利
擁

護
セ

ン
タ

ー
の

必
要
性

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
第
二
部
は
「
権
利
擁
護
と
成

年
後

見
制

度
の

活
用

に
つ

い

て
・
法
人
後
見
セ
ン
タ
ー
の
動

き
」
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
知

多
地

域
成

年
後

見
セ

ン

タ
ー

事
務
局

長
今
井
友
乃
氏

よ
り
、
知
多
地
域
成
年
後
見
セ

ン
タ

ー
の
運
営

の
課

題
に

つ

い
て
話
さ
れ
、
法
人
後
見
に
取

り
組

み
始

め
た

き
っ

か
け

は

「
親

に
先

立
た

れ
グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

す
知

的
障

害

者
の
若
者
」
の
事
例
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
。
ま
た
誰
も
が
安
心

し
て

地
域

で
自

分
ら

し
く

生

き
る
た
め
に
は
、
成
年
後
見
が

必
要
で
あ
り
、
障
害
者
の
親
が

後
見

人
に

な
っ

て
い

る
場
合

が
多
く
、
高
齢
者
の
場
合
と
比

較
し
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
 


